






































































以上の結果より, Sixファミリー遺伝子のうちSixl, Six2, Six4およびSix56ま歯の原基において発現し,歯
の発生に深く関わる可能性があることが示唆された｡
従って,本論文から得られた知見が,今後の歯科領域における基礎研究の発展や歯学の進歩へ大いに貢献す
る業続であるものと評価し,博士(歯学)の学位論文に値するものと認めた.
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